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はじめに

　 「マ ス メ デ ィア1)」massmediaと は 、 「マ ス ・コ ミュニ ケ ー シ ョン」mass　 communicationと

「メ デ ィア」mediaの 合 成 語 で あ る。 「メ デ ィア」 とは も と も と 「中 間 」、 「媒 介」 を 意 味 す る

ラ テ ン語 のmedium(pl.media)に 由来 し、 日本 語 で は 「媒 体 」 な ど と翻 訳 され る。 「マ ス ・

コ ミ ュニ ケ ー シ ョン」(日 本 で は マ ス コ ミとい った りす る)と は、 「大 量 生 産 され た 媒 体 を 用 い

て 大 量 の 情 報 を 大 衆 に 伝 達 す る 行 為 と機 構 の 総 称 で あ る2)。」 わ れ わ れ は新 聞 や 書 物 な どの 活

字 メ デ ィアや 、 レコ ー ド、 ビデ オ な ど の音 声 メ デ ィアを 通 じて 情 報 を 得 、 過 去 の人 々 と対 話 し

た り、 電 話 や イ ン タ ー ネ ッ トで 世 界 各 地 の人 々 と も直 接 交 流 す る事 が で き る。 また ラ ジ オや テ

レ ビで 国 内外 の 出来 事 を 日々知 る事 もで き る。 こ の よ うに メ デ ィア の役 割 は 、 空 間 的 に 離 れ た

人 間 や 社 会 の間 の コ ミ ュニ ケ ー シ ョン のみ な らず 、 時 間 を も越 え 、 過 去 の人 間 や 社 会 と の コ ミ

ュニ ケ ー シ ョンを も成 立 させ る3)。 急 速 に進 化 す る 多様 な メデ ィア の時 代 で あ る今 日、 そ の研

究 は 必 須 で あ る と思 わ れ る。 佐 藤 卓 己 著 『現 代 メ デ ィア史 』 は メ デ ィア史 研 究 の優 れ た 基 本 書

で あ るが 、 と くに ドイ ツ、 イ ギ リス、 ア メ リカ、 日本 の メ デ ィア史 を 中 心 と して お り、 フ ラ ン

ス の メ デ ィアに つ い て は 記 述 が 比 較 的 少 ない 。 そ こで 本 稿 で は 『フ ラ ン スに お け る メ デ ィア の

歴 史 　 第 一 次 世 界 大 戦 か ら今 日まで4)』 等 を 参 考 に フ ラ ンス の メ デ ィア の うち と くに テ レ ビを

中 心 に 検 討 す る。 そ の方 法 と して 参 考 文 献 で 引 用 され て い る統 計 の数 字 に 着 目 し、 さ らに グ ラ

フ化 を は か り、2000年 以 降 の統 計 も加 え つ つ フ ラ ン ス の マ ス メ デ ィア の現 実 を 探 りた い 。

1.テ レビの時代

　フランスのマスメディアは19世 紀に誕生 した活字メディアである新聞に始まるが、一般にこ

の語は、第一次世界大戦後に今 日の意味で使われるようなった。新聞は最初、戦争時のプロパ
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ガ ン ダを 伝 え る手 段 と して 使 用 され た 。 つ い で 電 信 、 電 話 、 ラ ジ オ、 テ レ ビ、 イ ン タ ー ネ ッ ト

と続 く電 気 通 信 の 系譜 が 今 日の情 報 の主 な流 れ で あ る5)。 テ レ ビは20世 紀 後 半 に視 覚 メデ ィア

と して 急 速 に 発 展 し、 フ ラ ン スに お い て も人 々 の生 活 に 深 く浸 透 して い った 。

　 フ ラ ン スに テ レ ビが 誕 生 した のは 、1940年 代 中 頃 の こ とで あ る。 ジ ャ ー ナ リス トで 、 元 ラ ジ

オ の レポ ー タ ー の ジ ャ ン ・テ ヴ ノJean　 Thevenotは 、1944年 に フ ラ ン ス テ レ ビ局 の副 チ ー フ と

な った 。 彼 は テ レ ビとい う全 く新 しい メ デ ィア の未 来 に 興 味 を 抱 き、 テ レ ビに よ って 人 々 の行

動 や 習 慣 、 考 え 、 そ して 社 会 自体 も変 わ る と見 事 に 予 言 して い た 。 十 年 後 の1954年 、 パ リに 続

い て 、 リール 、 ス トラ ス ブ ール 、 マル セイ ユに 放 送 局 が 設 置 され た が 、 イ ギ リスに お け る テ レ

ビ受 像 機 の台 数 が540万 台 で あ るの に対 して 、 フ ラ ンス は44万 台 で しか なか った 。 一 方 ア メ リ

カで は 、 当 時 全 家 庭 の うち4分 の3の 家 庭 に テ レ ビ受 像 機 が 備 え られ て い た 。

　 ち なみ に テ レ ビが 世 界 で 最 初 に 放 送 され た のは ドイ ツで あ る。 ドイ ツに お け る テ レ ビ定 期 放

送 開 始 は1935年 。 イ ギ リス で は翌 年 の1936年 にBBCが テ レ ビ定 期 放 送 を 開 始 した 。 ア メ リカ

は1939年RCAとNBCで 定 期 実験 放 送 を 開始 し、1941年 にCBSとNBCが テ レ ビ放 送 を 開 始

した 。 日本 の テ レ ビ史 は1926年 、 画 面 に 「イ 」 の字 を 映 し出 して テ レ ビ実 験 に 成 功 した こ とか

ら始 ま る。1953年 、2月 、NHK東 京 テ レ ビ局 が 本 放 送 を 受 信 契 約 数866で 開 始 。 大 卒 男 子 の

初 任 給8000円 で あ った 当 時 、17イ ンチ ア メ リカ製 受 像 機 は25万 円 も した 。8月 に は 日本 テ レ ビ

も放 送 を 開 始 した 。1955年4月 に 東 京 テ レ ビ(現TBS)が 開 局 。1959年 に 日本 教 育 テ レ ビ

(現 テ レ ビ朝 日)、 フジ テ レ ビ、1964年 に東 京12チ ャ ンネ ル(現 テ レ ビ東 京)が 開局 した6)。

　 フ ラ ン スに お け る テ レ ビ事 情 は60年 代 に な って 大 き く変 化 す る。 テ レ ビ受 像 機 は 次 第 に 日常

の消 費 の対 象 とな り、1960年 に は 年 間 生 産 数130万 台 に の ぼ り、1960年 か ら1970年 まで の間 に 、

テ レ ビを備 え て い る家 庭 は13.1%か ら、70.4%に まで 増 大 、1980年 代 の 初 め に は10分 の9の

家 庭 で 受 像 機 が 見 られ る よ うに な った7)。

　 次 に あ げ る のは 、 国 立 統 計 経 済 研 究 所INSEE(lnstitut　 national　de　la　stastique　et　des　etudes

economiques)に よ る1960年 か ら1980年 まで の テ レ ビの家 庭 に お け る所 有 率 を 、職 業別 に 見 た

グ ラ フで あ る(図1)碧

　 1950年 代 に お い て 、 社 会 的 身 分 の種 類 別 に 見 た 場 合 、 テ レ ビは 贅 沢 品 と して 上 流 の グル ー プ

に よ って お も に所 有 され て いた 。 こ の グラ フ中 の1960年 に おけ る、 「上 級 官 吏 職 と 自 由業 」 の

所 有 率(29.1%)と 「農 業 に従 事 して い る労 働 者 」 の そ れ(2.6%)を 比 較 す る と き、 そ の差

は26.5%も の 開 きが あ る。 高価 な テ レ ビを購 入 す る こ とが で きた の は 、 お もに収 入 の 多 い グ

ル ー プに 属 す る人 々で あ った 。

　 しか し、1960年 代 か ら次 第 に 中 流 階 級 や 、 労 働 者 の間 に も普 及 して い き、1980年 代 に は 全 体

の90.1%の 普 及 率 と な り、 各 職 業 別 の所 有 率 の差 は ど の職 業 に お い て も大 差 ない こ とが 分 る。

さ らに 細 か く検 討 して み る と、1980年 の 「上 級 官 吏 職 と 自 由業 」 と 「農 業 に 従 事 して い る労 働
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者」のテレビ所有率は、「上級官吏職 と自由業」88.0%に たいして、「農業に従事 している労働

者」88.4%で あ り、その差は0.4%、 わずかながらも逆転 しているのである。 とい うより 「上

級官吏職及び自由業の人々」はテレビを見る人が他の職業に比べ最も少ない。20年 間の間に、

テレビはフランスの社会に急速に普及 していったわけであるが、1980年 におけるこの逆転は、

一体何を意味するのであろうか?新 たなメディアの出現か、それともテレビ以外の余暇の過 し

方によるテレビ離れのせいなのか?気 になるところである。

図1　 社会的身分に よる職業別　テ レビ受像機設置率(各 職業中、 テ レビを所有 してい る家庭の割合)
(%)

1960 1970 1980

自営農民 3.3 56.8 88.5

農業労働者 2.6 58.8 88.4

工業 、商業経営者 19.6 81.1 94.0

上級官吏職と自由業 29.1 76.2 88.0

中間管理職 23.7 78.0 88.5

サ ラ リ ー マ ン 16.9 76.1 90.7

労働者 14.1 76.9 92.9

無職 8.2 59.9 88.2

全 カ テ ゴ リー 13.1 70.4 90.1

　 都 会 と 田舎 の普 及 率 を 比 較 す る と、 田舎 の方 が 遅 れ て い た 。 都 会 で は カ フ ェや バ ーに 設 置 さ

れ た テ レ ビで 、 男 性 客 に よ る ツ ール ・ ド ・フ ラ ン ス(フ ラ ン スー 周 自転 車 競 走)や サ ッカ ー の

試 合 の 見 物 な どお もに ス ポ ー ツ の観 戦 が 行 わ れ た 。 しか し、 田舎 で は こ の他 に 加 わ った の が

「テ レ ・クラ ブ」te1e-clubsと い う習 慣 で あ る。 これ は1950年 代 に 流 行 して い た 「シ ネ ・クラ

ブ」cine-clubsと 交 代 した もの で あ る。 友 人 や 親 戚 と共 同購 入 した テ レビを 、 週 に 何 回 か 夜

集 って 見 る とい うも ので 、 豪 華 な結 婚 式 か ら、 選 挙 後 の夜 のパ ー テ ィー の機 会 な どに 利 用 され

た9)。 コ ミ ュニ テ ィに お い て テ レ ビは 重 要 な役 割 を果 た した の で あ る。 しか し、 こ うした 集 団

的 な テ レ ビの視 聴 とい う習 慣 は 、 田舎 に お い て さえ1960年 代 に は 行 わ れ な くな った 。

　 フ ラ ン ス の家 庭 に 普 及 して い った テ レ ビは 、 よ り幅 広 い プ ログ ラ ムを 提 供 す る よ うに な り、

放 送 時 間 も次 第 に 増 え て い った 。1964年 に は 二 つ のチ ャ ン ネル で 、 午 後 のみ 小 さ な画 面 で 提 供

され て い た も のが 、1967年 に は カ ラ ー と な った 。 六 年 後 に や っ と地 方 局 と して3番 目のチ ャ ン

ネル が 誕 生 した 。
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日刊 紙 ・ラ ジ オ ・テ レ ビの 視 聴 頻 度10) (%)

1973 1981 1988 1997

毎 日、あ るいはほ とん ど毎 日読む 55 46 43 36

週に数回 8 10 12 11
日
刊
新
聞

ときどき 14 15 24 26

一度 も読 まない 23 29 21 27

毎 日、あ るいはほ とん ど毎 日聞 く 72 72 66 69

週に数回 5 7 7 7ラ

ジ

オ ときどき 12 11 15 12

週の平均聴取時間 17h 16h 18h 15h

毎 日、あ るいはほ とん ど毎 日見 る 65 69 73 77

テ

レ

ビ

週 に3、4日 9 13 11 9

ときどき 6 4 5 6

週の平均視聴時間 10h 16h 20h 21h

　 以 下 に あ げ る グ ラ フAは 、 「毎 日、 あ る い は ほ とん ど毎 日」、 「新 聞」 を読 む 人 、 「ラ ジ オ」 を

聞 く人 、 「テ レ ビ」 を見 る人 の 割 合 を 年 毎 に比 較 した も の で あ る。1973年 に は ラジ オ を 聞 く人

の割 合 が 全 体 の72%で 最 も多 く、 そ の次 が65%の テ レ ビで 、 新 聞 を 読 む 人 の方 は55%で あ る。

1981年 を 過 ぎ る と、 テ レ ビが ラ ジ オを 抜 き トップに 踊 りで る。 そ して そ の ま ま上 昇 を 続 け る。

ラ ジ オ の方 は1988年 に66%に 下 降 した も の のそ の後69%に 持 ち直 す 。 他 方 新 聞 の方 は36%に ま

で 下 降 を 続 け て い る。

　 グ ラ フBは テ レ ビと ラ ジ オ の一 週 間 の平 均 視 聴 時 間 を 比 較 した も ので あ る。1973年 に は ラ ジ

オを 聞 く時 間 が 一 週 間 の平 均17時 間 で あ り、 テ レ ビを 見 る時 間(10時 間)よ りも長 い 人 が 多 か

った 。1981年 に は ほ ぼ 同 じ16時 間 と な り、 そ の後 は テ レ ビの視 聴 時 間 が 伸 び 、 ラ ジ オ の方 は 減

少 して い る。

　 こ の数 字 を グ ラ フに して み る と テ レ ビの優 勢 が 明確 に な る。

グラフA:新 聞 ・ラ ジオ ・テ レビを毎 日あ るいはほ とん ど毎 日視聴す る人の比較
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グラフB:ラ ジオ とテ レビの週間平均視聴時間比較
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　 前 述 の ジ ャ ン ・テ ヴ ノが 断 言 した とお り 「テ レ ビが 暮 ら しを 変 えた 」。 で は フ ラ ンス 人 は テ

レ ビの意 義 を どの よ うに捉 え て い るの で あ ろ うか 。 「テ レ ビは あ なた の生 活 を 変 え ま した か?」

と い う質 問 に 対 して、1965年 に は 、59%の 人 がrは い 」 と答 え て い る。 「なぜ です か?」 に 対

して は、 「テ レ ビは退 屈 を取 り除 い て くれ るか ら」 が61%、 そ して 「古 くか らの レ ジ ャ ーを な

くす 」 と答 え た 人 が24%で あ る11)。で は 昔 か ら の余 暇 の楽 しみ が な くな る こ とを 彼 らは 残 念 に

思 って い る のだ ろ うか 。 そ れ に 対 して は 「い い え 、 なぜ な ら テ レ ビは 世 界 に 開 か れ た 窓 で あ る

か ら」(93%)、 「女 性 を 孤 立 か ら連 れ 出す 」(80%)、 そ して 「子 供 の 精 神 を 開 か せ る」(86%)。

　 テ レ ビ視 聴 者 は 世 界 を 直 接 的 に 発 見 す る。1969年7月20日 、21日 の夜 、 テ レ ビに くぎづ け と

な った3千 万 の フ ラ ン ス人 が ア ポ ロll号 の月 面 着 陸 の第 一 歩 の模 様 を 世 界 の6億 の人 々 と熱 狂

と驚 きを 共 に した12)。 そ れ 以 来 、 テ レビは フ ラ ン ス人 の生 活 様 式 を 構 成 し、 フ ラ ン ス人 の精 神

世 界 を 養 うのに 一 役 買 った ので あ る。 前 夜 放 映 され た 番 組 が 、 会 話 に 話 題 を 提 供 し、 と きに は

仕 事 場 や 巷 の政 事 談 義 に 論 争 を 呼 び 起 こ した 。女 性 アナ ウ ンサ ー、ニ ュー スキ ャ ス タ ー、ス ポ ー

ツ ジ ャ ー ナ リス ト、 ヴ ァラエ テ ィの司 会 者 た ちが 雑 誌 の カ ヴ ァーに 登 場 、 テ レ ビ番 組 雑 誌 が ス

タ ー トし劇 的 に 読 者 を 伸 ば した 。1970年 代 の 中 頃 の 販 売 数 は 、 「テ レ ・セ ッ ト ・ジ ュー ル 」

Tele 7 joursが250万 部 、 「テ レ ・ポ ッ シ ュ」Tele Pocheは150万 部 に達 した13)。 これ ら の週 刊 誌

は 、 写 真 、 イ ン タ ヴ ュー、 番 組 の紹 介 、 テ レ ビス タ ー の実 生 活 、 ゴ シ ップ、 写 真 小 説 、 ゲ ー ム、

現 実 的 な忠 告 な ど様 々 な話 題 を 提 供 して い る。

　 最 初 の頃 テ レ ビ番 組 は ラ ジ オ の番 組 を 基 本 に 作 られ て い た 。 ヴ ァラエ テ ィが20%、 ス ポ ー ツ

は 日曜 日の午 後 半 数 弱 の割 合 を 占め 、 映 画 は 週 に2、3回 の割 合 で 番 組 の主 要 な位 置 を 占め た

が 、 や が て4、5%の 割 合 しか 占め な くな って い った 。 そ れ は テ レ ビが 固 有 の情 報 と文 化 に 関

す る番 組 を 自主 製 作 し提 供 す る よ うに な った か らで あ る。 内容 は ニ ュー ス、 ル ポル タ ー ジ ュ、

政 治 な どに 関 す る番 組 や 、文 化 に関 す る 中継 、古 典 劇 の レパ ー ト リー、 ゾ ラ、ユ ゴ ー、フ ロベ ー
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ル な ど の作 品 を 脚 色 した も の、 歴 史 、 訴 訟 、 ミス テ リー な ど さ ま ざ まで あ る。 テ レ ビのお か げ

で 、 モ リエ ール の 『ドン ・ジ ュア ン』Dom　 Juanが 一 晩 で そ れ まで の 最 大 の観 客 を 集 め た り、

マル セル ・プ ル ー ス トの 回 想番 組 の お 蔭 で 、1週 間 で 『失 わ れ た 時 を 求 め て 』Ala-Recherche

du　temps　perduが4万 部 を 売 り上 げ る とい う事 態 も起 こ った14)。 また1960年 代 か ら1970年 代 の

間 、 ア メ リカ ナイ ズ され た 生 活 様 式 や 映 画 、 音 楽 な ど の文 化 が 輸 入 され 、 フ ラ ン ス の テ レ ビ界

もそ の影 響 を 受 け る よ うに な った 。 ア ン グ ロ ・サ ク ソン系 の ミス テ リー シ リー ズ も人 気 を 博 す 。

そ の中 に は 『ミ ッシ ョン ・イ ンポ ッ シ ブル』Mission　 imPossible(1967)な ど 日本 で も放 映 され

た シ リー ズ もあ る。 テ レ ビ番 組 は こ う して 多 様 化 して い った15)。

]1.メ デ ィアと若者

　 フ ラ ン ス のベ ビー ブ ー ム世 代 に あ た る若 者 の大 衆 文 化 が 、1960年 ～1970年 代 に 大 人 の文 化 と

の 断 絶 を 際 立 た せ る とい う現 象 を 引 き起 こ した 。 そ の際 きわ だ った の は 特 に 音 楽(《yeye》

《イ ェイ ェ》 の 流 行)の 分 野 に お い て で あ る。 最 初 若 い 世 代 の渇 望 に 答 え た の は ラ ジオ で あ

った 。 テ レ ビが 大 衆 の も の と な って い った 一 方 で 、 「トラ ンジ ス タ ー ラジ オ」 の 出現 は、 「家 庭

で み ん な と一 緒 に 聞 く」 とい う これ まで の条 件 を変 え 、 「個 人 で 聞 く」 とい うス タ イ ル を 生 み

出 し、 若 者 に受 け 入 れ られ た 。 売 り出 され る とす ぐさ ま成 功 を お さ め1960年 に は、150万 台 以

上 の売 上 げ が あ った 。 そ の後 す ぐ、1963年 に 「カ ー ラ ジオ 」 が 出現 、 「個 人 化 」 の動 きを さ ら

に 強 化 した 。1980年 の初 め に は 「カ ー ラ ジ オ」 の所 有 は1千 万 台 以 上 を 数 え 、1990年 代 の中 ご

ろに は2100万 台 以 上 に 達 した16)。

　 「カ ー ラ ジ オ」 のお か げ で 、 若 者 は 親 の監 督 か ら 自 由に な った 。 民 放 の 「ユ ロ ップ ニ ュメ ロ

ア ン」Europe　 no　1は こ うした若 者 市 場 を タ ー ゲ ッ トと した 。1959年 に ロ ック と ジ ュ ー クボ ッ

クスが 若 者 の心 を 捕 らえ て い る こ とに注 目 し 「サ リュ ・レ ・コパ ン」Sa　lut　les　copins(や あ 、

今 日は)を 開 始 した が こ の番 組 は 広 い 世 代 に 親 しまれ る も の と な る。 学 校 か ら帰 宅 後 の毎 日17

時 か ら17時30分 の間 に 放 送 され た 。安価 な45回 転 の レコ ー ドに よ って もた ら され た 《イ ェイ ェ》

ミ ュー ジ ッ クに 対 す る若 者 の熱 狂 に 支 え られ 、 ラ ジ オは 当 時15歳 か ら20歳 の若 者 の好 む 一 番 の

メ デ ィア と な った 。1966年 の ア ン ケ ー トに よれ ば 、62%の 若 者 が 毎 日 「サ リ ュ ・レ ・コパ ン」

SL　Cを 聞 き、81%の 若 者 が週 に2、3回 は 聞 い て い る。 ど の番 組 が 好 きか と聞 か れ た ら、3

人 に1人 の若 者 が 「サ リ ュ ・レ ・コパ ン」 と答 え るほ どで あ る。

　 「サ リュ ・レ ・コパ ン」SLCに よ って 若 者 を魅 了 した 「ユ ー ロ ップ1」 の成 功 は他 の メ デ

ィア に も大 き な 影 響 を 与 え た 。 若 い 女 性 向 の 雑 誌 『マ ドモ ワゼ ル ・ア ー ジ ュ ・タ ン ドル 』

Mademoiselle.Age　 Tendreは1964年 秋 に は50万 部 を売 り上 げ た 。表 紙 を 飾 った のは 世 界 的 に も

有 名 に な った 歌 手 シ ィル ヴ ィ ・ヴ ァル タ ンSylvie　 Valtan17)ら で あ る。 《イ ェイ ェ》 ミ ュー ジ ッ
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クを 代 表 す る歌 手 た ちは 当 然 テ レ ビや 映 画 に も 出演 した 。 こ う して 若 者 の アイ ドル と な った ジ

ョニ ー ・ア リデ ーJohonny　 Hallydayや シル ヴ ィ ・ヴ ァル タ ン の周 りに 熱 狂 的 な 「フ ァン」 が 誕

生 した 。 アイ ドル の実 生 活 に 関 す るル ポル タ ー ジ ュ、 イ ン タ ヴ ュー、 写 真 な どが 雑 誌 の中 心 を

占め た 。 熱 狂 的 な フ ァンは 自己 の アイ デ ン テ ィテ ィーを アイ ドル に 重 ね 、 彼 ら の名 前 を 親 しみ

を こめ て 呼 び 、 お 気 に 入 りの ポ ス タ ーを 自分 の部 屋 に は った りス タ ー のす べ て を 知 って い る と

信 じ込 ん だ 。 新 聞 、 雑 誌 、 テ レ ビな ど メ デ ィアが こぞ って 取 り上 げ た ジ ョニ ー ・ア リデ ー と シ

ィル ヴ ィ ・ヴ ァル タ ン の結 婚 は、 お伽 噺 の様 相 を 呈 して フ ァ ンの憧 れ の的 とな った の で あ る18)。

　 子 供 向け に は 短 時 間 の ア ニ メや マ リオ ネ ッ トが 夜7時 頃 に 放 映 され る。1962年 の ク リス マ ス

の休 暇 中 、 「お休 み 、 子 供 た ち」Bonne　 nui41es　 Petitsが 初 め て放 映 され 話 題 を 呼 ん だ19)。そ の

成 功 に 伴 って 、 テ レ ビ番 組 に 関 連 す る グ ッズが 製 作 、 販 売 され 、 新 聞 も発 行 され た 。 翌 年 の ク

リス マ ス イ ヴに は 子 供 た ち へ の プ レゼ ン トと して 、 パ ン プ ル ネ ル(Pimprenelle)と ニ コ ラ

(Nicolas)の 布 製 の お人 形 、 ゴ ム製 の お もち ゃ、 レ コ ー ドな どを 求 め る親 た ちが 売 り場 に 殺

到 す る とい う現 象 が 起 こ った 。 テ レ ビは 子 供 た ちに と って 他 の メ デ ィア の追 随 を 許 さ なか った 。

皿.フ ランスのテ レビ局

　 フ ラ ンス の テ レ ビ と ラ ジ オ は1974年 ま で0.R.T.F(Office　 de　Radiodiffusion-Te1evision

Frangaiseフ ラ ンス ・ラ ジオ ・テ レ ビ放 送 協 会)に 属 して い た。 この 巨大 な組 織 が 国 内 の ラ ジ

オ、 テ レ ビを 一 元 的 に 管 理 、 運 営 して い た が 、1974年 に これ が 解 体 され 、7社 の独 立 した 放 送

会 社 に分 割 され る。 現 在 、 一 般 に 国 内 で受 信 で き るテ レ ビ局 と して は 、 民 間 放 送 のrTF　 1」

(Te1evision　 frangaise　 l)、 公 共放 送 の 「フ ラ ンス2」FR2(France　 2以 前 のAntenne　 2)、

「フ ラ ン ス3」FR3(France　 3以 前 のFrance・Regions　 3)が 旧0.R.T.F系 の テ レ ビ局 と し

て 主 要 な位 置 を 占 め て い る。 この他 に音 楽 番 組 で 若 者 に人 気 の あ る 「M6」(Metropole　 6)、

ドイ ツ の放 送 局 の 提 供 に よ るrARTE」 、 教 養 番 組 を 主 体 と した 「ラ ・サ ン キ エ ー ム 」(La

Cinquieme)な どが あ る20)。

ソフ レス(フ ラ ンス世論調査会社)SOFRES-La　 Croixの 調査 《フラ ンス人 とメデ ィア》21)

情報に関 して、あなたは メデ ィアが言 うとお り、あ るいは示す とお りに物事が起 こった と思い ますか?

1988 1992 1995 1999 2003

新聞 56 50 51 58 44は
　
い

ラジ オ 62 54 55 63 55

テ レ ビ 65 49 54 58 45

新聞 38 43 45 38 51い

い
え

ラジ オ 28 34 37 31 40

テ レ ビ 32 48 45 40 53
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情報信頼度

　 棒 グ ラ フで 明 らか な よ うに 、 す べ て の年 を 通 じて 、 新 聞 よ りも ラ ジ オに 対 す る信 頼 性 が 高 い 。

そ して テ レ ビに 対 す る信 頼 は1988年 が 最 大 で あ りそ の後 減 少 、2003年 は5年 中 一 番 の低 下 を 見

せ て い る。 また1999年 と2003年 を 比 較 す る と、1999年 のほ うが 、 新 聞 、 ラ ジ オ、 テ レ ビのい ず

れ を 通 じて も、 信 頼 性 を1995年 よ り回 復 して お り、2003年 は い ず れ も信 頼 性 が 下 降 して い る。

もっと正確には、情報源 と してあなたは どのチ ャンネルを最 も信頼 してい ますか?22)

1988 1992 1995 1999 2003

TFl 33 39 37 38 40

A2(France　 2) 39 29 24 21 21

FR　3 4 11 1e 14 14

La　 5

6

一 一 一

Arte 1 6 8 10

M6 0 4 6 5 4

Une　 autre*
一 1 1

Aucune** 12 11 16 9 6

チャンネル信頼度比較

5

0

5

0

5

0

5

0

5

0

4

4

3

3

2

2

1

1

■1988

■1992

□1995

□1999

■2003
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　 1988年 と2003年 の信 頼 度 を 比 較 して み よ う。1988年 に は 公 共 放 送 のA2(France　 2)が 最 も

信 頼 度 が 大 き く39、 これ に 対 して 民 間 放 送 のTF　 1は33で あ る。 と ころ が1992年 に な る と これ

が 逆 転 して、TF　 1が 第 一 の39に 対 して、　A　2は29に 下 が って い る。2003年 に はTF　 1が40、 　A

2は21で あ る。 同 じ く公 共 放 送FR　 3は1988年 に4だ った の もの が 、2003年 に は14に 上 昇 して

い る。TF　 1の 優 勢 は 、 民 間放 送 で あ るた め 自由 な ヴ ァラ エ テ ィに富 ん だ 番 組 を 提 供 で き る こ

とや 、 よ り独 立 性 を 求 め る フ ラ ン ス人 の基 質 に も合 って い た た め と推 測 で き るだ ろ う。 放 送 局

に 対 す る信 頼 の念 は そ の ま ま視 聴 率 に も反 映 し、TF　 1が 第 一 位 、 つ い でRF　 2、FR　 3、 最 近

で はM6が そ の後 に 続 い て い る。 以 下 の グ ラ フ は2001年 と2003年 の 視 聴 者 の割 合(%)を 各

テ レ ビ局 ご とに 比 較 した も ので あ る。

視聴者数比較　TF　1は 常に第一位 　　 しか し…23)

5

0

5

0

5

0

5

0

3

3

6∠

0
」

」■

」■

□　 Ol

■　 03

札ノ ノ ぷ〆 ノ 〆

1V.テ レ レ ア リテTe1erealite

　 テ レ ビ番 組 は フ ィ クシ ョンや 、 一 方 方 向に 情 報 を 与 え る よ り、 テ レ ビの中 に リア リテ ィを 求

め 、 視 聴 者 と のイ ン タ ラ クテ ィヴ な ゲ ー ムを す る こ とに も興 味 を 向け 始 め た 。 こ の試 み は ヨ ー

ロ ッパ のみ な らず ア メ リカで も成 功 を お さめ た も の で あ る。2001年5月 、M6で 若 者 向け の リ

ア リテ ィ ー シ ョー 『ロ フ ト ・ス トー リー 』 《Loft　Story》 が 始 ま っ た。5人 の 若 者 と5人 の 娘

が 一 軒 の家(ア パ ル トマ ン、 城 、 孤 島、 農 場 な ど)に 閉 じこ も って 、 外 部 と の接 触 を 一 切 断 ち、

10週 間 一 緒 に 過 す とい うも ので 、 テ レ ビが24時 間 彼 らを 監 視 して い る、 そ して こ の様 子 は イ ン

タ ー ネ ッ トで も見 られ る。 毎 週 テ レ ビの視 聴 者 が そ の中 の男 女1人 ず つ を 選 ん で 投 票 。 最 後 に

勝 ち残 った カ ップル に はサ ン ・トロペ の豪 邸 が 当た る とい う仕 組 み に な っ て い る24)。視 聴 者 、

と くに 若 者(脱 エ リー トの)は 登 場 人 物 と 自己 を 同一 視 し、 彼 ら と共 に 現 実 を 生 き、 彼 ら と共

に 夢 見 る こ とが で きた ので あ る。 こ の ゲ ー ムを 「ば か げ た 番 組 」 と考 え た 人 は 多 か った が 、 そ

れ に もか かわ らず 大 成 功 し、770万 人 もの人 が 見 た 。 勝 ち抜 き者 は た ち ま ち ス タ ー とな って ニ

ュー スで 取 り上 げ られ た 。あ らゆ る新 聞 が この番 組 を大 々 的 に掲 載 し、ま じめ な 『ル ・モ ン ド』

一137一



平　井　知香子

Le　Monde紙 す ら例 外 で は な く、 『ロフ ト ・ス トー リー現 象 』 《phenomene　 Loft　Story》 と称 す

るに 至 った 。 これ に 気 を 良 く したM6は 続 い て 《Loft　Story　2》 を2002年4月ll日 に 放 送 した

が 、 今 度 は放 送 局 始 ま っ て以 来 最 高 の820万 人 とい う視 聴 者 を集 め る こ とが で きた。 この 成 功

に い らだ ったTF　 1は 、現 象 を 批 判 した 後 、対 抗 心 を 燃 や して実 録 番 組 を エ ス カ レー トさせ た25)。

　 『フ ラ ン コ ス コ ピー　 フ ラ ン ス人 を 理 解 す るた め に 　 2005』 も こ の記 事 を と りあ げ 、 番 組 の

基 本 原 則 で あ る 「選 択 一判 決 一選 抜 」se1ection-jugement-e1iminationす なわ ち、 「候 補 者 を

あ げ 」、 「良 し悪 しの判 断 を 下 し」、 「最 終 候 補 を 選 別 す る」 とい うプ ロセ スが 次 第 に フ ラ ン ス人

の 「実 生 活 」 に も広 が って きて い る とい う社 会 の現 状 を 指 摘 して い る。 著 者 ジ ェラ ール ・メル

メGerard　 Mermetに よれ ば 、 自分 自身 の人 生 に 失 望 した 人 々が 、 テ レ ビの中 の 「代 理 」 に よ

って 、 生 きた り、 あ るい は 夢 見 た りす る方 を 好 む ので あ る。 これ ら の番 組 は 不 満 の多 い 現 代 社

会 の不 安 や 、 フ ラ ス トレー シ ョン のイ メ ー ジを 送 り届 け て い る と断 じて い る26)。

　 フ ラ ン ス の視 覚 メ デ ィアに お け る教 養 番 組 に つ い て い うと、 仏 独 共 同 の教 養 チ ャ ン ネル で あ

るARTEは 、2002年 に 視 聴 者 の3、4%を 越 え て い な い。1994年 に始 ま った 『知 のチ ャ ン ネ

ル 』 で あ る ラ ・サ ンキ ェムLa　 Cinquiemeも2000年 にFrance　 5の 名 の も とにFrance-Te1evi-

sionに 統 合 され た が 、5%に も達 し なか った 。 こ の よ うに教 養 番 組 の視 聴 率 は ゆ っ く りと下

降 気 味 で あ る。 しか し、 単 調 な気 晴 ら しだ け を 狙 うテ レ ビに 飽 い て しま うこ と もあ る とい うこ

とが 、 逆 に い くつ か の放 送 の予 期 せ ぬ 成 功 を もた ら した 。2003年1月7日 、 人 類 の 出現 に 関 す

る ドキ ュメ ン タ リー 『種 の 冒険 旅 行 』L'Odyssee de l'especeがFrance 3で 放 送 され た と き、 お

よそ900万 人 を テ レビの 前 に 集 め た 。 この 数 はTF　 1の 映 画Les　 Sous-Do%4sの 視 聴 者 数740万 人

を ゆ うに 超 え て い る。「統 計 に現 わ れ た フ ラ ンス人 の願 い は、テ レ ビで も っ と ドキ ュメ ン タ リー

を 見 た い とい うも ので あ るが 、 旧弊 な番 組 制 作 者 の偏 見 を 覆 す こ とが で き る のだ ろ うか 」 と ク

リスチ ャ ン ・デル ポル トChristian　 DELPORTEは 言 って い る27)。

　 フ ラ ンス の テ レ ビに お け る これ ら の事 情 をわ が 国 で も参 考 に な るで あ ろ うか?既 にM6の

《Loft　Story》 に 内 容 が 似 た 恋 愛 ・ゲー ム の よ うな番 組 は 見 られ る が 、 「視 聴 者 との イ ン タ ラ ク

テ ィヴ な ゲ ー ム」 と な って お らず 、 も ち ろん サ ン ト ・ロペ の豪 邸 も当 た るわ け は ない 。 また 、

一 般 の人 が テ レ ビに 出演 した り
、 ドキ ュメ ン タ リー番 組 の対 象 と な った り、 視 聴 者 の投 票 に よ

って 見 る映 画 を 二 つ の うち の ど ち らか に 決 定 す る とか 、 生 番 組 中 電 話 で 視 聴 者 と直 接 つ なが る

とい うも のは 一 般 に 行 わ れ て い るが 、 まだ まだ 研 究 の余 地 は あ りそ うだ 。

V.イ ン タ ー ネ ッ ト

近 年 の メ デ ィア史 の中 で 、 イ ン タ ー ネ ッ トのめ ざ ま しい 進 出は 新 しい 現 象 と して 注 目に 値 す

る。 フ ラ ン スで は 、1991年 に 企 業 で 開 始 、 次 に1993年 に 一 般 に も使 用 され 始 め た が 、 こ の と き
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は まだ そ の伸 び は ゆ っ く りと した も ので あ った 。1999年 、4分 の1の 家 庭(全 体 の23%に あ た

る)が パ ソコ ンを 所 有 して い た が 、 イ ン タ ー ネ ッ トを 備 え て い た 割 合 は7%を 越 え なか った 。

こ の と きイ ン タ ー ネ ッ トに 関 して は 、 フ ラ ン スは デ ン マ ー ク(33%)、 ア メ リカ合 衆 国(26%)、

フ ィン ラ ン ド(22%)な ど の先 駆 的 国 家 に 比 べ 非 常 に 遅 れ て い た 。1998年 に 政 府 の情 報 活 動 促

進 プ ロ グ ラム28)が始 ま り、 と くに学 校 や公 共 施 設 で の使 用 を 奨励 した 。2002年 に は620万 の家

庭 で 、 人 口に して1900万 の フ ラ ン ス人 が イ ン タ ー ネ ッ トを 使 用 す る よ うに な った 。 しか し、 こ

れ は まだ 都 市 が 主 で 、 しか も15歳 か ら34歳 まで の若 い 世 代 に 限 られ て い た 。 地 方 で は 情 報 網 の

設 備 が 不 備 で あ った り、 高 齢 者 に は 操 作 上 に 困 難 さが 残 って い た か らで あ る。 現 在 で は こ の問

題 は か な り改 善 され て い る。

　 イ ン タ ー ネ ッ トの利 用 者 に と って 、 と くに ウ ェヴサ イ トは 膨 大 な情 報 源 や 、 コ ミ ュニ ケ ー シ

ョン の手 段 と して 重 要 な も ので あ ろ う。 従 来 の メ デ ィアは イ ン タ ー ネ ッ トとい う新 メ デ ィアに

よ って 消 失 す る ので は な くこれ を 補 完 す る。 活 字 メ デ ィアで は まず 雑 誌 が 、 全 般 的 な情 報 や レ

ジ ャー な どの サ イ トを設 け る。 例 え ば1995年 の 『エ ル(彼 女)』Elleの よ うに。 新 聞 が 相 次 い

で サ イ トを 設 け 、 テ レ ビや ラ ジ オ も数 多 くのサ イ トを 展 開 して い る。

　 や が て テ レ ビとパ ソコ ンを つ ない だ テ レ ビ電 話 の よ うな形 で 中 継 が 行 わ れ る こ と も期 待 され

るだ ろ う。 「こ の デ ジ タ ル の 、 双 方 向 の メデ ィ アは ポ ケ ッ トの 中 で 、 ど こに で も持 ち運 び が 可

能 な も の と な り、 コ ミ ュニ ケ ー シ ョン の習 慣 や ジ ャ ー ナ リズ ム の考 え さえ もひ っ く り返 す で あ

ろ う」 と ク リスチ ャ ン ・デル ポル トは メ デ ィア の未 来 を 予 言 して い る29)。

V【.フ ランス人の余暇

　長いヴァカンスをとることで知られ、お祭 り大好きのフランス人が、戸外に出て様々な行事

を楽 しむ一方、テクノロジーの発展と共に、パ ソコンや、携帯電話でゲームをするとい うよう

な余暇の過 し方が一般的に増えつつある。若い世代にこうしたテクノロジーを使った余暇の楽

しみ方が多 く見られるのは当然であろう。 しか し、これらのテクノロジーは近年どの世代にも

深 く浸透 しつつある事は間違いない。最初インターネットに慎重であったフランス人も今 日で

は、映像と音声に関する視聴覚機器を使った余暇に多 くの時間と費用をかけているのである。
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余暇にかける時間　　(年齢別、2003年 、1週 あた り)30)

15-25歳 50-64歳

音楽を聴く 16 14

テ レビで映画を見 る 12 11

イ ン タ ーネ ッ トサ ー フ ィンを す る 11 6

電話をかける 6 5

パ ソ コ ンで テ レ ビゲ ー ムを す る 6 4

コ ン トロ ー ラ ーで テ レビ ゲ ー ムを す る 6 3

携帯電話で ビデ オゲームをす る 3 1

パ ソ コ ンで

(写 真 の ス キ ャ ン、 音 楽 の ダ ウ ン ロ ー ド、 合 成 写 真 を 作 る)

8 3

DVDで 映画を見 る 4 3

映画に行 く 2 2

　フランス人が余暇にかける費用は、全体の消費のうち、1990年 も2002年 もいずれも4.6%で

あるが、2002年 の方が、ほぼどの項 目においてもより多 くの費用をかけている。なぜだろうか。

費用が減った項 目は、録音や録画にかける費用と受信機、写真用品などである。これらは耐久

年数から見て、一度購入すればその後 しばらくは費用がかからないとい う点や、2002年 の方が

同じ品質でも値段がより安価なものが生産されるようになったとい う理由で1990年 を下まわっ

たのではないかと推測される。

フラ ンス人の余暇 とテ クノロジー31)余 暇にかける費用(ユ ー ロ、1年 あた り)

1990 2002

テ レ ビ 184 302

新聞、雑誌、定期刊行物 230 231

観劇 52 141

本 122 127

ビデ オ 20 109

写真 93 106

音、映像の録音、録画 127 102

縁 日の メ リー ゴ ー ラ ン ドと遊 園 地 68 83

レ コ ー ドと カ セ ッ ト 57 78

受 信 機 と カ ー ラ ジ ォ、 ラ ジ ォ コ ン ポ 60 53

ダ ン ス とデ ィス コ 43 48

映画 28 44

写真用品 30 28

美術館、記念建造物 8 18

全消費中の割合(%) 4.6 4.6
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余 暇 とテ ク ノ ロ ジー(2003年 、%)

電話をかける 96

音楽を聞 く 92

テ レビで映画を見 る 91

映画館に行く 50

イ ン タ ーネ ッ トサ ー フ ィンを す る 43

DVDで 映画を見 る 40

パ ソ コ ンで(写 真 の スキ ャ ン、 音 楽 の ダ ウ ン ロ ー ド、 合 成 写 真 を 作 る) 35

パ ソ コ ンで テ レ ビゲ ー ムを す る 23

コ ン トロ ー ラ ーで テ レビ ゲ ー ムを す る 16

携帯電話で テ レビゲームをす る 7

　 2003年 の末 に は フ ラ ン ス人 の95%の 家 庭 に テ レ ビが 設 置 され た 。 メ デ ィア環 境 も フ ラ ッ ト型

テ レ ビ、 ホ ー ム シ ア タ ーの よ うな大 画 面 、DVD、 ケ ー ブル テ レ ビ、 衛 星 放 送 、 デ ジ タル放 送 、

イ ン タ ー ネ ッ トサ ー ビス と ます ます 多 様 化 され るに 伴 い 、 人 々 の好 み も多 様 に な って きた 。 テ

レ ビは こ の よ うな視 聴 者 の個 別 化 、 細 分 化 した 要 求 と、 利 潤 の追 求 のた め に 広 告 代 を 支 払 うス

ポ ンサ ー側 の要 求 、 そ して また 、 情 報 や 文 化 を 伝 達 し、 夢 と希 望 を 与 え る とい う社 会 的 義 務 を

も考 慮 して い か なけ れ ば な ら ない だ ろ う。 ロジ ャ ー ・シル バ ー ス トー ンRoger　 Silverstoneは

『なぜ メ デ ィア研 究 か 一 経 験 ・テ クス ト ・他 者 』 駒 吻 の 伽 〃zθ4溜 の中 で 教 育 の重 要 性 を

指 摘 し、 メ デ ィア ・リテ ラ シ ー32)につ い て 触 れ 次 の よ うに 述 べ て い る。

メディアは世界を知的に理解可能なものにす る責任がある。世界 とそ こに生きる他者が

ヒューマンとなること、そのことが唯一、ここで言 うところの知的に理解可能なものの意

味である。そ して、メディアを研究するわれわれの誰もが、メディアを高い知的能力をも

つものに してい く責任がある。このプロジェクトはけっして容易なことではない し、気楽

なことでもない。 しか し私たちは、希望を持って、それを追求するだろう。牡蠣ののなか

にひと粒の砂を置 くことによって、私たちが設定 した高度な仮説的な根拠から生 じた炎症

が長い年月を通 じて真珠に変化するとい う希望を抱いて33)。
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